
ルネッサながと

長門の地に

  新たな幕開け
２令和９年 月 日（日）

13:30 開演15:45 終演予定7日時

長門日本舞踊公演

「劇場」山口県立劇場
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[助成 ]

一般 6,000 円
U25（25 歳以下）3,000 円U18（18 歳以下）1,000 円

お問い合わせ先：山口県立劇場 ルネッサながとTEL： 0837-26-6001住所： 〒759-4106　　　山口県長門市仙崎 10818 番地 1

演目

会場

チケット

日本舞踊入門講座　（所作の体験、　  舞台裏見学）
講師・山村友五郎料金・参加料 1,000 円

日本舞踊体験
ワークショップ

ルネッサながと「劇場」２月 日（土）6 14:00　15:30～令和９年

①地歌﹁猿蟹昔物語﹂山村友五郎
令和８年 11 月 1 日（日）10:00 ～電話受付開始

（全席指定・税込）
　司会　

桂吉坊

演奏　
長唄　
唄　　　
杵屋勝四郎

　　　　　　
三味線　
杵屋栄八郎

　　　
地歌　
菊央雄司

　　　
囃子　
堅田喜三久

東国の白拍子　
吾妻徳穂

笛吹く男　　　
花柳寿楽

②長唄﹁扇の寺﹂

③長唄﹁連獅子﹂
親獅子　
猿若清三郎

仔獅子　
花柳梨道︵山口県出身︶

胡蝶　　
藤間翔央︑若柳杏子
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文化庁文化芸術振興費補助金

劇場 ・音楽堂等と芸術団体との連携による

地域活動基盤形成支援事業

独立行政法人日本芸術文化振興会



「古典芸能の聖地 ・長門」 再生プロジェクト

長門日本舞踊公演

お問い合わせ先：山口県立劇場 ルネッサながとTEL： 0837-26-6001住所： 〒759-4106 山口県長門市仙崎 10818 番地 1

〈主催〉 公益財団法人長門市文化振興財団
〈共催〉 公益社団法人日本舞踊協会
〈後援〉 山口県、山口県教育委員会、山口県文化連盟、長門市、長門市教育委員会

　　　 長門文化協会、長門時事新聞社、tys テレビ山口、ほっちゃテレビ、FM アクア

●チケット発売日　友の会： 11 月１日（日）　一　般： 11 月７日（土）　※WEB： 24 時間（発売初日 9:00～）　※電 話： 9:00～17:00（発売初日 10:00～）　※窓 口： 9:00～17:00（発売翌日 9:00～）

●プレイガイド・ルネッサながと・ローソンチケット（L コード：62085）・チケットぴあ（P コード：544-715）・イープラス　・NTA トラベル

一般 6,000 円
U25（25 歳以下）3,000 円・U18（18 歳以下）1,000 円

日時

チケット

ルネッサながと「劇場」山口県立劇場

演目解説

猿若 清三郎 花柳 梨道 藤間 翔央 若柳 杏子

長唄「扇の寺」

２令和９年 月 日（日）
13:30 開演15:45 終演予定7

会場

地歌「猿蟹昔物語」

日本舞踊入門講座

　　︵所作の体験︑

　　　　　
舞台裏見学︶

日本舞踊体験
ワークショップルネッサながと「劇場」２月 日（土）6 14:00　15:30～

講師・山村友五郎

　
料金・参加料千円令和９年

●出演／東国の白拍子・吾妻徳穂　　　笛吹く男・花柳寿楽
昭和・平成を代表する舞踊家・二世花柳壽楽（人間国宝）によって創作された名作です。能楽の「班女」を題材に、愛しい公達との再会を願いながらもかなわない白拍子（平安時代末期から鎌倉時代に現れた歌舞を披露する芸人）と、白拍子に寄り添う笛吹く男の哀切な姿を情感豊かに描きます。公達の形見の扇で白拍子が舞を披露するところが見どころです。

長唄「連獅子」
獅子の父子の情愛を描く歌舞伎舞踊を代表する人気作です。前半は狂言師が登場し、中国に伝わる獅子の「子落とし伝説」―わが子を谷底に落とし、這い上がってくる強い子だけを育てるーを描き、後半は白赤の長い毛を持つ獅子の親子による勇壮かつ美しい毛振りが見どころです。前半と後半の間には胡蝶の精が愛らしく可憐に踊ります。

●出演／親獅子・猿若清三郎　仔獅子・花柳梨道　　　　胡蝶・藤間翔央、若柳杏子

○温泉宿 + チケットの「湯ったり観劇プラン」
〇新山口駅、山口宇部空港発着
　シャトルバス
※詳細は公式サイトを
　ご確認ください。

令和８年 11 月 1 日（日）10:00 ～電話受付開始

（全席指定・税込）

さるかにむかしものがたり
作詞・作曲／菊重精峰　振付／山村友五郎

おうぎ　　てら 作詞／海津勝一郎　作曲／七代目杵屋巳太郎　振付／二世花柳壽楽

れんじし

～日本舞踊とルネッサながとによる地域文化拠点形成～

  ●出演／山村友五郎
昔話の『さるかに合戦』を基に地歌の「作もの」（滑稽ものともいう）を意識して、菊重精峰によって作詞・作曲されました。誰が聴いても分かりやすい地歌として、「作もの」に使われる語り口調や擬音が効果的に取り入れられています。猿や親ガニを始め様々な登場キャラクターを舞い分ける振付とともに楽しい一幕をお届けします。

出演者
山村 友五郎
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花柳 寿楽
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吾妻 徳穂


